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( 1 ) 分野概要

　当分野は，手術や画像診断等の解剖学的発生学的基盤の形成を通じて臨床医学のサポートを行っています．人
体解剖学の教育は全身をあつかうものであるため，領域による扱いの差というものはありません．よって研究に
おいても，全身すべてを対象としております．手術法や技術ということに左右されることなく，古典的ではあり
ますが，人体をありのままに観察することによって見えてくる形態を表現し，示説するということが重要だと考
えています．それらの観察結果を臨床医が利用しやすい形に表現することにより，解剖学的な基盤つまりは共通
言語のようなものを作り出すことを目指しています．さらには，それらの形態がどのようにして形成されたのか
ということを考えることも重要だと考えており，実験発生や発生生物学的手法を用いた解析も行っています．

( 2 ) 研究活動

　筋や靱帯といった運動器の設計図と末梢神経系ならびに脈管系といった人体に張りめぐらされた複雑な配線図
を完成させるべく研究を行い，主として「神経支配による筋の形態学的研究」および「自律神経系を中心とした臨
床解剖学的研究」をテーマとして取り組んで来た．
　この中で重要視しているのは，臨床的問題点へのアプローチのための解剖学的基盤の形成ということである．臨
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床的問題点解決のための 1つの基盤として，臨床解剖学的研究が求められている．通常，臨床解剖学は Clinical
Anatomyの訳であるが，これを我々は Clinically oriented anatomyととらえている．解剖学的研究として人体構
造の理解という観点としても重要であるが，臨床応用を目指すという点で今後発展させていく必要があると考え
ている．
　代表的な研究テーマを以下にあげる．

1．関節およびその周囲筋の形態学的解析
　関節鏡視下手術が一般的になるにつれ，関節周囲の詳細な解剖が求められるようになってきた．これに応じて，
従来の解剖学的な常識を疑い，手術解剖ならびに機能解剖のためのデータ収集ならびに解析を始めた．これまで
の教科書的な記述の多くに先入観による誤記や不十分な調査に基づく誤りがあることがわかってきた．今後，臨
床応用できるような情報として整形外科医と共同研究を進めている．

2．総排泄腔の分化と骨盤出口筋の発生の解析
　マウス胚を用いて，総排泄腔が分化し，尿生殖洞ならびに肛門の発生過程を詳細に解析するとともに，骨盤内
臓の形成過程に見られる apoptosisの分布を三次元的に解析し，その変化についても解析を行ってきた．また，そ
れらの周囲に発生する筋ならびに神経を追っている．

3．肛門領域の臨床解剖学的研究
　肛門管の構造ならびに構成する平滑筋ならびに骨格筋の配置についての解析を行い、肛門領域の外科臨床のた
めに貢献することをめざす．

4．婦人科癌手術における術式開発のための臨床解剖学的基盤
　広汎子宮全摘術における神経温存術式開発についての解剖学的基盤を形成するため，骨盤内自律神経の分布に
ついてのデータの収集，解析を行っている．

5．咀嚼筋の神経支配に基づく層構造の解析
　咀嚼にかかわる筋群の神経支配を精査することにより，各筋が完全に独立したものでなく，それぞれが移行的な
部分をもちながら連続した形態であることがわかってきた．我々は，これらの連続的な形態や筋の層構造の解析
および支配神経の分枝パターンについての解析を行ない，咀嚼システムの成り立ちについて検討を行なっている．

( 3 ) 教育活動

　医学部医学科の医学導入（1学年）の PBL，人体構造総論（2学年），人体解剖学（2学年），呼吸器ブロック（3
学年），消化器ブロック（3学年），プロジェクトセメスター（4学年），臨床導入実習（4学年）を担当する．医学
科及び歯学科の頭頸部基礎（2学年），歯学科の頭頸部臨床解剖学（5学年）も担当する．
　複雑な人体構造の立体的配置を様々な角度から理解することと医師 · 研究者として必要となる観察眼を養成する
ことを目標としている．また，問題解決型学習（PBL：Problem-Based Learning）の運営を担当し，自主的な学
習と討論，プレゼンテーションを促している．
　人体構造総論では人体の成り立ち，とくに系統発生に重点を置き，人体の構造 · 配置を考える基礎を作る．ま
た，比較解剖学的な見地から，脊椎動物の一般の basic body planにも焦点をあてる．人体発生学は，個体発生の
視点から各器官の発生およびその立体配置完成のプロセスについて理解する．
　解剖学講義では神経，血管などの体内配線図を中心に，諸構造の相互位置関係を血管 · 神経とのつながりを通じ
て理解することに重点を置いている．このためには，解剖学実習を通じて，剖出-観察-所見の記録-討論という過
程を反復することが望ましいと考え， WebClassを用いて試みている．実習の効果を高めるには事前の講義が重
要である．学習を有機的に結びつけるため，講義 · 実習の中に臨床医学的要素も取り入れている．
　臨床実習を開始した高学年の学生に対しては，具体的な診断 · 治療を理解するうえで必要になる臨床解剖学的な
講義をグループ討論形式でおこなっている．

( 4 ) 教育方針

　記述解剖学，記述発生学から導かれた形態形成の理論や仮説は，実験発生学によって確かめられ修正が加えら
れてきました．さらに発生生物学の発展によって，形態形成にかかわる遺伝子やシグナル等が同定され，仮説を
現実のものとして確かめられたり，モデルに修正が加えられるようになってきました．しかしこれらの議論の対
象となっているモデルにおいて前提となるのは，あくまでも解剖学が完成した揺るぎのないものであるというこ
とであります．現実に解剖をし，検討をしていくと，決して解剖学が完結したものではなく，まだまだあいまい
なままにされているということがわかってきます．解剖学とくに肉眼解剖学のように，手技としては非常に古典
的なものを用いるものでは，すべてやりつくされ，新しいものなどないように思えるのですが，臨床上で必要と
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されなかったために検討が十分になされなかった部分も多く見られるのです．
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9. 伊東 孝晃, 今井 賢, 近澤 研郎, 木村 あずさ, 石黒 彩, 王良 誠, 桑田 知之, 今野 良. 尿管を探すことなく自然
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回日本解剖学会総会 · 全国学術集会 2020.03.25 Web
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14. Masahiro Tsutsumi, Akimoto Nimura, Keiichi Akita. Anatomy of the hip joint capsule for a better
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35. 近澤 研郎. 婦人科手術における合併症対策. ETHICONwebセミナー 2020.08.05 Web
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佑馬, 前田 恵里沙, 泉本 真美子, 神谷 佳亮, 矢野 智之. 片側デザインの遊離腹部皮弁を用いて乳房再建を施
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54. 堤 真大, 二村 昭元, 秋田 恵一. 腸骨大腿靭帯が動的安定化機構を構成する可能性—解剖学的研究—. 第 47
回日本股関節学会学術集会 2020.10.23 四日市市, 三重県 (Web同時開催)
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63. 鶴田 優希, 矢野 智之, 吉松 英彦, 宮下 宏紀, 倉元 有木子, 柴田 知義, 末貞 伸子, 山本 真魚, 辛川 領, 布施 佑
馬, 前田 恵里沙, 神谷 佳亮. DIEP Flapの鬱血に対し SIEVを用いたドレナージにより救済を行なった 3症
例の検討. 第 47回日本マイクロサージャリー学会学術集会 2020.11.20 Web
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を導出する乳房再建術中支援システム. 第 29回日本コンピューター外科学会 2020.11.22 Web
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ピューター外科学会 2020.11.22 Web

67. 橘川 薫, 木村 裕介, 仁木 久照. 後脛骨筋腱機能不全（PTTD）におけるバネ靭帯損傷と三角靭帯損傷の
isotropic 3D MRI所見：手術症例による検討. 第 45回日本足の外科学会学術集会 2020.11.27 Web

68. Masayo Harada, Keiichi Akita. Mouse fibroblast growth factor 9 N143T mutation leads to wide
chondrogenic condensation of long bones. The 43rd Annual Meeting of the Molecular Biology Society
of Japan MBSJ 2020 Online 2020.12.02 Web

69. 二村昭元. 肩 ·肘関節解剖に関する最近の知見. 令和 2年度第５回兵庫県整形外科医会学術講演会 2020.12.05
Web

70. Tomoyuki Yano. New idea and concept of iPAP flap and SaS flap for breast reconstruction. TSPS 2020
2020.12.05 Web

71. 近澤 研郎, 林 茂徳, 今井 賢, 伊東 孝晃, 桑田 知之, 今野 良. 腹腔鏡下広汎子宮全摘術を新規導入してわかっ
たこと̶腟壁切除、神経温存、腫瘍の isolation全ての難易度が高く、体癌とは大きく異なる̶(シンポジウ
ム). 第 60回日本産科婦人科内視鏡学会 2020.12.14 Web

72. 今井 賢, 近澤 研郎, 伊東 孝晃, 木村 あずさ, 石黒 彩, 横田 美帆, 黄 弘吉, 三澤 将大, 桑田 知之, 今野 良. 自
作 TLHシミュレーター「ウテリちゃん」を用いた修練医の指導 (ワークショップ). 第 60回日本産科婦人科
内視鏡学会 2020.12.14 Web

73. 木村 あずさ, 今井 賢, 近澤 研郎, 横田 美, 黄 弘吉, 石黒 彩, 伊東 孝晃, 大森 恵, 三澤 将大, 入江 佑子, 桑田
知之, 今野 良. 高度肥満の子宮体癌腹腔鏡下手術予定患者に対する術前入院体重減量プログラムは効果的に
体重を減少させる. 第 60回日本産科婦人科内視鏡学会 2020.12.14 Web

74. 伊東 孝晃, 今井 賢, 近澤 研郎, 三澤 将大, 木村 あずさ, 石黒 彩, 黄 弘吉, 横田 美帆, 桑田 知之, 今野 良. 尿
管を探さない安全な TLH　—前方＋側方ハイブリットアプローチ—. 第 60回日本産科婦人科内視鏡学会
2020.12.14 Web

75. Shimano S., Ohkawa R., Nambu M., Sasaoka M., Yamazaki A., Fujii Y., Igarashi K., Horiuchi Y., Lai SJ.,
Kameda T., Ichimura N., Fujita K., Tohda S. and Tozuka M. Dramatic change of high-density lipoprotein
structure and serum amyloid A distribution after orthopedic surgery. 2020 AACC Annual Scientific
Meeting & Clinical Lab Expo 2020.12.16 On-line
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76. Horiuchi Y., Lai SJ., Shimano S., Kameda T., Ichimura N., Tohda S., Tozuka M. and Ohkawa R. Novel
cholesterol efflux assay using immobilized liposome-bound gel beads: confirmation and improvement for
application in clinical laboratory. 2020 AACC Annual Scientific Meeting & Clinical Lab Expo 2020.12.16
On-line

77. 矢野 智之, 辛川 領, 金子 晃太郎, 鶴田 優希, 神谷 佳亮, 布施 佑馬, 前田 恵里沙, 吉松 英彦, 倉元 有木子, 柴
田 知義, 末貞 伸子, 宮下 宏紀, 荒船 龍彦. 乳房再建とプロジェクションマッピング実行可能性と見えてきた
問題点. 第 47回日本マイクロサージャリー学会学術集会 2020.12.20 北九州市, 福岡県

78. 矢野 智之, 神谷 佳亮, 鶴田 優希, 布施 佑馬, 辛川 領, 前田 恵里沙, 山本 真魚, 宮下 宏紀, 倉元 有木子, 柴
田 知義, 末貞 伸子, 吉松 英彦. 留学マネーの実際 1000万円を使って得た一生の価値. 第 47回日本マイクロ
サージャリー学会学術集会 2020.12.20 北九州市, 福岡県

[その他業績]

1. NECと東京医科歯科大学、ヘルスケア領域における新たなサービス事業の創出 · 推進に関する協定を締結
～整形リハビリテーションのスキル高位平準化に向けた AI技術に関する共同研究を開始～, 2020年 10月
-

[社会貢献活動]

1. 「命のとりで」医療現場の今, 産経新聞社, 産経新聞, 2020年 05月 07日

2. バックヤードチームの活動, 日本テレビ, news zero, 2020年 05月 19日

3. バックヤードチームの取り組みについて, エムスリー, m3.com, 2020年 05月 29日

4. 医学部生の実習, 朝日新聞社, 朝日新聞, 2020年 06月 25日

5. 新型コロナウイルスでのタスクシフトの実態, 朝日新聞社, 朝日新聞, 2020年 06月 26日




